
事業所名　どうえん大手町児童デイサービス　　

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見をふまえた対応

1
子どもの活動等のスペースが
十分に確保されているか

10
・定員数に対してスペー
スは十分確保されている
と思う。

・活動内容や一緒に過ごす子ど
もたちの様子に合わせて、2つの
部屋を使い分けて活動に取り組
んでおります。

4

生活空間は、清潔で、心地よ
く過ごせる環境になっている
か。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっているか

10
・子どもに聞いたところ
不便を感じないとのこ
と。

適

切

な

支

援

の

提

供

5

子どもと保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上
で、児童発達支援計画iiが作
成されているか

9 1

・計画が達成されている
のか、面接を定期的にお
こなっています。
・保護者と面談を実施し
保護者の意向をふまえた
上で計画書を作成してい
る。

・定期的にモニタリングを実施
し、支援計画を作成しておりま
す。

環

境

・

体

制

整

備

職員の配置数や専門性は
適切であるか

7 1 2

・子どもに他害があり、
手が出ることもあるの
で、手厚く見ていただい
ています。
・保育士の方以外にも心
理士の方が在籍されてお
り十分と思う。
・専門性まではしらな
い。
・人材確保は難しいと思
いますが、OTやSTの資格
のある方がいるとより良
いと思う。

・定員は4名の子どもに対して、
保育士、心理士、児童指導員、
児童発達支援管理責任者など5名
の職員が常勤しております。
・保護者の方の不安や疑問に寄
り添えるよう、送迎時には、保
育士や心理士などと話をする時
間を設けております。
・子どもたちの成長や保護者の
方の要望に応えられるよう今後
も研修等に参加し、職員個々の
スキルを向上させられるよう努
めてまいります。

・環境面においては、階段が多
い施設になっておりますが、職
員と一緒に階段練習をし、少し
ずつ一人で階段を登れるように
なることにも繋がっているた
め、現在の環境を工夫しながら
安全に配慮していきたいと思っ
ております。
・玩具は、見えない棚に収納
し、視覚的刺激が少なくなるよ
うにしております。また、収納
棚には玩具の写真を貼り、子ど
もたちが自分で使いたい玩具を
選べるようにしております。

2

3

生活空間は、本人にわかりや
すい構造化された環境iに
なっているか。また、障害の
特性に応じ、事業所の設備等
は、バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になされ
ているか

8

・毎日写真を見させてい
ただき、本人も安心、安
全に過ごせていると思い
ます。
・子どもに聞いたところ
不便を感じないとのこ
と。
・バリアフリー化は自分
の子どもが必要であれば
見ているが、そこまでは
見ていない為分からな
い。生活空間はいいと思
います。

2

2023年度保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見をふまえた対応

7
児童発達支援計画に沿った支
援が行われているか

10 ・おこなわれている。

・連絡アプリや日々の送迎の際
に、活動の様子や支援計画に
沿った内容についてお伝えして
いますが、今後もよりわかりや
すくお伝えできるように努めて
まいります。

9

保育所や認定こども園、幼稚
園等との交流や、障害のない
子どもと活動する機会がある
か

6 1 3
・幼稚園と連携をとって
もらっている。

・戸外活動にて地域の子ども達
との交流の機会を作っていきま
す。
・保育所の行事などにも参加し
ております。

10
運営規程、利用者負担等につ
いて丁寧な説明がなされたか

10
・入所前に丁寧な説明を
受けた。

・見学の段階でも必要に応じて
説明を実施しております。

11

児童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の提供すべき
支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された
「児童発達支援計画」を示し
ながら、支援内容の説明がな
されたか

10
・説明されたと思うが記
憶にない。

・チェックリストを作成し、1つ
1つ確認をしながら保護者にもわ
かりやすい説明をいたします。

12

保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント・トレー
ニングiv等）が行われている
か

6 1 3
・連絡アプリにて定期的
に案内が届いている。

・広島市などが主催する研修会
などの情報を連絡アプリにてお
知らせしております。
・心理士による面談を月二回程
度、誰でも申し込み可能な日程
を設定しております。

・ガイドラインの内容を
把握しておりません。
・地域支援は分かりませ
んが、家族支援は毎月希
望者に相談日が設けられ
るようになった。

・利用契約時に個別支援計画の
作成と定期的な見直しについて
説明をおこなっています。本人
支援として「お友達や環境、職
員に慣れること」、家族支援と
して「いつでも相談やお話が聞
けること」地域支援として「通
われている事業所と連携が取れ
ること」を初回の目標とし、そ
の後子ども達の様子や、保護者
ニーズに合わせ定期的に見直し
をおこなっております。

・クッキングなど幼稚園
では経験できないような
プログラムがあり工夫さ
れている。
・季節やイベントに合わ
せて工夫していただいて
いる。

・毎月、予約希望表(行事や日々
の活動の予定)をお渡しして行事
の日程をお伝えしております。

3

児童発達支援計画には、児童
発達支援ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援
及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必
要な項目が適切に選択され、
その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

6

8
活動プログラムiiiが固定化
しないよう工夫されているか

10

適
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な
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チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見をふまえた対応

13

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、子どもの健康
や発達の状況、課題について
共通理解ができているか

9 1
・連絡アプリにて交流し
ている。

・来所時に子どもの様子を保護
者の方と共有しております。ま
た、送迎時の引継ぎや連絡アプ
リを活用し事業所での様子を細
かくお伝えしております。

14
定期的に、保護者に対して面
談や、育児に関する助言等の
支援が行われているか

9 1
・定期的におこなわれて
いる。

17
子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮が
なされているか

10

・帰りや連絡アプリで細
かく本人の情報を教えて
いただいています。
・保護者との意思の疎通
は連絡アプリでおこなわ
れている。

・抽象的な表現とならないよ
う、課題点や状況について的確
にお伝えできるよう努めてまい
ります。
・場合によっては、具体的な様
子が共有できるよう動画もお送
りいたします。

18

定期的に会報やホームページ
等で、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報や業務に関
する自己評価の結果を子ども
や保護者に対して発信されて
いるか

7 1 2
・連絡アプリにて連絡が
ある。

・会報はありませんが、毎月、
予約希望表(行事や日々の活動の
予定)をお渡しして行事の日など
をお伝えしております。
・自己評価集計後に法人ホーム
ページに掲載しております。

19
個人情報の取扱いに
十分注意されているか

10
・今のところ不備は感じ
ておりません。

・保護者の方の要望を確認し、
開催の必要性を検討してまいり
ます。

・保護者同士の連携は、
今のところ求めておりま
せん。
・保護者同士関わること
がない。

5

・個人面談の案内が連絡
アプリにてある。

15

16 10

保

護

者

へ

の

説

明

父母の会の活動の支援や、保
護者会等の開催等により保護
者同士の連携が支援されてい
るか

1 1 3

子どもや保護者からの相談や
申入れについて、対応の体制
が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明
され、相談や申入れをした際
に迅速かつ適切に対応されて
いるか



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見をふまえた対応

20

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等を策定し、保護者
に周知・説明されているか。
また、発生を想定した訓練が
実施されているか

5 1 4
・保護者に周知説明はな
いが、子どもへの訓練は
実施されている。

21
非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出、その他必要
な訓練が行われているか

5 5
・保護者に周知説明はな
いが、子どもへの訓練は
実施されている。

・年間スケジュールを作成し、
火災時や災害時の避難訓練や消
化訓練、通報訓練を計画してお
こなっております。

ⅰ 「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること

です。

ⅱ 「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメント

を通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する

計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

ⅲ 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障害の特性や課題等に応じて柔軟に

組み合わせて実施されることが想定されています。

ⅳ 「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶことにより、

子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。

・とても楽しみにしてい
ます。引き続きよろしく
お願いします。
・毎回通所を楽しみにし
ています。

23
事業所の支援に満足している
か

10

・いつも助けていただ
き、ありがとうございま
す。
・満足しています。

22

満

足

度

10

非

常

時

等

の

対

応

子どもは通所を楽しみにして
いるか


